
　

1、川沿いに桜が多いのは地盤を固めるため！

　根が張り、川沿いの弱い地盤が固くなるから。サクラを見に来る人の重さで、さらに地盤が固められるため。

2、桜の花見を広めたのは徳川吉宗だった！

　徳川吉宗が江戸の各地に桜を植えさせ、庶民の日ごろの不満を解消させるために花見を奨励してからと

いわれています。

3、ソメイヨシノはほぼクローン！

　ソメイヨシノは種子では増えない。各地にある樹はすべて人の手で接木などで増やしたものです。

4、江戸時代は桜＝縁起が悪いものだった！

　桜の花はすぐに散り、散った花の色もすぐに変わることから。

5、昔は花見＝梅で、桜の出番はなかった！

　 　江戸時代初期より前には花見といえば梅でした。万葉集の歌を調べた結果では、桜を題材にしたものが

40首に対し梅は118首あり、やはり古代では梅が主流だったようです。

6、葉桜になると有害物質を吐き出している。

　桜の葉は「クマリン」という毒を生成します。雨水により地面に落ち、毒をまき散らし、植物の生育を阻害し

価格競争が期待できる電力自由化になるよう、今後注目ですね。 育ちづらくします。だから桜の木の下は雑草があまり育ちません。また、抗菌性もあるそうです。

「純潔」　「優れた美人」

ヤマザクラ（山桜）……… 「あなたに微笑む」　「純潔」　「高尚」　「美麗」

日本の野生の桜の代表的な種で、和歌にも数多く詠まれている。サ
クラの仲間では寿命が長く大木になる。

シダレザクラ（枝垂桜）… 「優美」　「ごまかし」

サクラのトリビア

「豊かな教養」　「善良な教育」　「しとやか」

現代の観賞用サクラの代表種。江戸末期から明治初期に、江戸の
染井村の造園師や植木職人達によって育成されたことが、名前の
由来。

ソメイヨシノ（染井吉野）…

ヤエザクラ（八重桜）……

「電気料金が安くなるんだ！」と思う方が多いかもしれません。電気を発電する事業者の間で積極的な競争が行
われ

誰かに話したくなる

　一見すると素晴らしい制度ですが、そこには必ず「落とし穴」があるのも事実です。電力小売り自由化といわれる
と

デメリットがあるの・・・？

ますので、企業努力の結果、一般的には電気料金は安くなると見込まれています。
　でも、いくつかの条件下では電力会社を変更すると逆に電気料金が今までより高くなってしまう可能性がありま
す。特に一人暮らし世帯が該当する可能性が高いですが、電気を使う量が少ない家庭では、乗り換えで料金が上
がってしまう場合も・・・。「３０Ａ未満の契約」「月々平均４０００未満」の二点のどちらかに当てはまる家庭では、特に注意
が必要です。自由化が先行している海外では実際に電気料金が上昇している国もあるので、日本ではサービス向
上や

　やすい時期ですので、ご自愛くださいませ。

　　さて今日は、CMでも話題になっております、「電力自由化」について、すこし調べてみました。

電力自由化とは・・・？
　２０１６年４月に、法律の改正により家庭などに向けた電力小売りが全面自由化されます。これにより、従来

まいのかわら住 版

特定の品種の名前ではなく、八重咲きになる桜の総称。多くの品種
があるが、カンザンやフゲンソウ、ヤエベニシダレなどが多くある。

枝が柔らかく枝垂れる桜の総称。江戸彼岸の系統が多く、品種も
様々。ヤエベニシダレ、ベニシダレなどが有名。

三月の花　～サクラ～
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の地域ごとの電力会社だけでなく、様々な会社が電力を消費者に直接販売できるようになります。

　電力自由化により、携帯電話やガスなど、他の商品とのセット割引や、多様な暮らし方にあわせた料金体系

などが提供されることが期待されています。

　　寒さもやっと少しは緩んできたようで、皆様いかがお過ごしでしょうか。２０１６年始まって第一回目のかわら版で

　年々、時がたつのを早く感じるようになり、気が付けば、もう三月ですね！寒暖の差が激しく、まだまだ体調を壊し

当社では資材を大事にしています。

建築資材の切れ端（ボード・ベニヤ・桟木・角材等）が

必要な方は気軽にお電話ください。

無料でお譲りいたします。

世界でただひとつ、あなただけの部屋作りをしてみませんか？
お手伝いさせていただきます。

住まいに関することなら、何でもご相談ください。
見積もり無料！

気軽にお電話ください。お待ちしてま～す。
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サクラの語源は、「咲く」に複数を意味する「ら」を加えたもの、日本神話に登場する女神・木花咲耶

姫（コノハナノサクヤビメ）のサクヤをとったもの、など諸説あります。日本人にとって春の花の中でも

特別な存在となっているサクラ。関東以西の平地では新年度が始まる3月～4月に開花することから、

人生の転機を彩る花にもなっていますね。

サクラの花言葉は、「精神の美」「優美な女性」とありますが、実はそれぞれの種類ごとにも花言葉

がついているのです。いくつかご紹介したいと思います。


